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11 月 22 日（水）小田原市民会館にて神奈川県

学校事務研究大会を開催しました。学校事務の研

究活動の充実と学校事務職員の資質の向上をはか

り、神奈川県の教育の発展に寄与することを目的

とし、「つなぐ学校事務、次の世代へ」をテーマに

中郡の実践報告、次世代学校事務創造研究委員会

による研究発表、研究のまとめがありました。 

 

 

 

 

 

基調講演 
 兵庫教育大学大学院教授： 日渡 円 氏より「従事するからつかさどるへ」 

 

 

社会に開かれた教育課程を目的とし、平成 29

年４月１日に学校教育法が改正されたことで、

学校事務職員の職務が「従事する」から「つか

さどる」へと改められました。日渡氏より３つ

のテーマから学校事務の「つかさどる」につい

てお話がありました。 

はじめに、学校教育法の…【…続きを読む】 

 

 

 

Main Topics ① 

Sub Topics ① 

大会冒頭の会長挨拶はコチラから…！ 

「新たな時代に求められる学校事務職員の役割」 
第 19 回神奈川県学校事務研究大会 小田原大会を開催しました 

心に残る講演をプレイバック・・・！ 

http://kanajiken.net/htdocs/?page_id=18
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中郡学校事務研究協議会より、大磯町と二宮

町の事務連携組織の成り立ちから活動内容につ

いて報告がありました。 

第Ⅰ節では、中郡学校事務研究協議会の成り

立ちや事務連携組織の背景について話がありま

した。これまで教育委員会との協議により、加

配の実現や事務連携組織の設置要綱の作成、大

磯町では事務連携組織が法的根拠による運営組

織となるなど、様々な…【…続きを読む】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

次世代学校事務創造研究委員会より、「チーム学

校」と「交流会」の２つを研究の柱とした研究発

表がありました。 

第Ⅰ節では「チーム学校」について、第Ⅱ節で

は「交流会」、第Ⅲ節では２つの研究の柱に加えて

重きをおいた「事務組織」に絡めて、学校事務職

員が求められている姿と、それに応えるためには

どうするべきか…【…続きを読む】 

 

 

 

 

Sub Topics ② 

Sub Topics ③ 

気になる報告の全貌はコチラ…！ 

実践報告 
中郡学校事務研究協議会より「小さな町の事務連携組織」 

～中郡の歩み～ 

研究発表 
次世代学校事務創造研究委員会より未来（あした）につなげる 攻めの一歩 

～一緒に創造しよう！次世代の学校事務～ 

研究のまとめ 

「つなぐ学校事務、次の世代へ」も載っ

ています。詳しい内容はコチラから…！ 
この神事研ニュースは平田が編集しました 

http://kanajiken.net/htdocs/?page_id=18
http://kanajiken.net/htdocs/?page_id=18

